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はじめに
本稿は、2018年度から開始した、「高知大学における

学士課程を通じたキャリア教育の体系構築及び実施

（以下、「本事業」と略）」における2020年度の実施内容

を報告するものである。

高知大学では、2018年度より、理事（教育担当）の

もと、学生総合支援センターキャリア形成支援ユニッ

ト（以下、キャリア形成支援ユニット）を中心に、高

知大学におけるキャリア教育体系の現状を整理し、そ

の改善・充実に向けた検討を開始することとした（森

田・岩崎・徳弘，2019）。高知大学ではこれまで、準正

課活動という特徴的な独自のキャリア形成支援と正課

外における就職活動支援を充実させていた一方で、正
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―「学士課程を通じたキャリア教育の体系構築及び実施要項」の運用と
キャリア教育のオンライン化を中心に ―

図１：高知大学における学士課程を通じたキャリア教育の体系構築及び実施の概要



課科目におけるキャリア教育は、共通教育（初年次科

目、教養科目）では取り入れられていたものの、専門

科目におけるキャリア教育は各学部に委ねられている

現状であった。

そこで、大学として、学士課程全体を通じて体系的

なキャリア教育を充実、改善させていくために本事業

が開始された。その概要を図１に示す。

初年度である2018年度は、高知大学「平成30年度教

育研究活性化事業（教育改善・修学支援）」に採択され

（採択課題「４年間を通じたキャリア教育体系の改善・

充実に向けた取組」）、共通教育におけるキャリア教育

の拡充と教職員へのヒアリング調査、オーストラリア

の高等教育機関における先進事例調査を実施した1。

２年目である2019年度は、共通教育におけるキャリア

教育の充実を継続しつつ、専門教育におけるキャリア

教育の充実・改善の仕組みを構築することを目的とし、

2019年度末に「学士課程を通じたキャリア教育の体系

構築及び実施要項」の策定に至った2。

本稿では、３年目となる2020年度の取組について、

①共通教育（初年次科目）、②共通教育（教養科目）、

③専門教育、の３つに分けてその現状を報告し、最後

に今後の課題と展望を述べる。

１．共通教育（初年次科目）におけるキャリア
教育の充実
高知大学では、「学びの転換」、「基礎的スキルの習

得」、「学問への動機づけ」、「キャリア形成支援」を柱

に、入学後すぐに学びの転換を図り、自分で考え行動

できる力、他者とコミュニケーションできる力、表現

できる力を養成するために初年次科目を設置してい

る。初年次科目として「大学基礎論」、「学問基礎論」、

「大学英語入門」、「英会話」、「情報処理」、「課題探求実

践セミナー」の６科目が設置されているが、このなか

で大学基礎論は特に、「自分の将来像やキャリアに展

望を持つこと」が授業目標の一つに掲げられている。

初年次科目の授業内容は原則として各担当教員に委

ねられているが、2018年度より、担当教員からの希望

があれば「大学基礎論」や「学問基礎論」、「課題探求

実践セミナー」の１～２コマを「キャリアデザイン入

門」としてキャリア形成支援ユニットの専任教員が担

当することとした。2018年度から2020年度における

「キャリアデザイン入門」の提供状況を表１に示す。

初年次科目におけるキャリア教育はそれぞれの学部

1 2018年度の取組詳細は、森田・岩崎・徳弘（2019）を参照された
い。

2 2019年度の取組詳細は、森田・岩崎・徳弘（2020）を参照された
い。
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表１：初年次科目における「キャリアデザイン入門」の提供状況（2018年度～2020年度）



で１～２コマのみの実施であるため教育効果測定には

至っていないが、理工学部（全学科）、農林海洋科学部

（農林資源環境科学科）については、2018年度、2019年

度、2020年度と連続して依頼を受け、キャリア教育を

実施している。また2019年度は実施の無かった地域協

働学部、そして2018年度、2019年度と実施の無かった

農林海洋科学部（全学科・大学基礎論）、農林海洋科学

部海洋資源科学科の２つのコースについても、2020年

度は実施することとなった。上記より、目的学部であ

る教育学部と医学部を除き、初年次科目におけるキャ

リア教育の提供が拡充しつつあることが分かる。

２．共通教育（教養科目）におけるキャリア教
育の充実

２－１．「キャリアプランニングⅠ」及び「キャリアプ

ランニングⅡ」の継続とオンラインによる実施

キャリア形成支援ユニットでは、2018年度より「キャ

リアプランニングⅠ（２学期、月曜４限、２単位）」、

2019年度より「キャリアプランニングⅡ（１学期、集

中講義、２単位）」を新規で開講し、共通教育（教養科

目）におけるキャリア教育の充実を図ってきた。本年

度も上記２科目を継続して開講し、それぞれ109名と

77名の学生が履修した3。それぞれの授業履修者の学

年・学部別内訳を表２、表３に示す。

表２、３を見ると、キャリアプランニングⅠは１年生、

キャリアプランニングⅡは２、３年生の履修が多く、新

規開講時に想定していた年次の学生が履修しているこ

とがわかる。学部内訳は、キャリアプランニングⅠは

人文・人文社会科学部、地域協働学部の学生が多い一方

で、キャリアプランニングⅡは理・理工学部や農林海洋

科学部の学生の割合が増えていることがわかる。

上記２科目は通常、対面形式で実施しているが、

2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、

オンラインで実施することとした。２つの科目のう

ち、「キャリアプランニングⅠ」は講義と個人ワークを

中心とする授業内容であるため、全15回のうち11回を

非同期型、４回を同期型とすることで、比較的スムー

ズにオンラインに移行することができた。

一方「キャリアプランニングⅡ」は、講義のおよそ

半分を演習（グループワーク）に充てているため、オ

ンラインへの移行が難しいと考えられた。その講義内

容を表４に示す4。

上記の通り、「キャリアプランニングⅡ」は２日目後

半から４日目にかけてグループワークが続く授業内容

となっている。

3 キャリアプランニングⅠは履修定員無し、キャリアプランニン
グⅡはグループワークを行う関係で履修定員を60名としていた。 4 【GW】とある時間帯は、グループワークを行う時間帯である。
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表２：2020年度「キャリアプランニングⅠ」履修生内訳

表３：2020年度「キャリアプランニングⅡ」履修生内訳

表４：2020年度「キャリアプランニングⅡ」授業内容



まず、オンラインでグループワークを行う方法につ

いて検討した。オンラインにおけるグループワーク

は、一般的には Zoom のブレイクアウト機能を使うこ

とが多いようであったが、Zoom は無料アカウントで

は３人以上のミーティングを行う場合に40分の時間制

限があること、また学内では Teams が推奨されてお

り８月に大学教育創造センター主催で開催された

「Teams を使用したアクティブ・ラーニング型授業づ

くり研修会」にて、Teams を活用したグループワーク

の方法について学ぶことができたため、本授業では、

Teams のチャネル機能を活用してグループワークを

実施することとした。

次に、グループワーク中の学生への助言・指導面で

考慮が必要であった３日目について検討する必要が

あった。３日目は、企業等から提示された課題につい

て、学生が５～６名のグループでその解決策を考え発

表していく内容で、グループワークの最中に、教員が

それぞれのグループの様子を確認し、必要に応じて助

言や指導を行う必要がある。対面であれば、１名、も

しくは２名の教員でもグループワークの様子を広く確

認することが可能であるが、オンラインで行う場合、

少人数の教員では必要な助言や指導を正しいタイミン

グで行うことが難しいと考えられた。そこで、主担当

教員以外に、就職ナビサイト運営企業から３名、そし

て就職室の就職相談員から２名、合計５名の協力講師

を招聘し、主担当教員以外の５名の講師については、

１人の講師が３つのグループを巡回しながら助言・指

導を行うこととした5。

上記のような方法で実施した結果、学生の満足度は、

「とても満足」65.1%、「満足」34.9% となり、対面で実

施した2019年度の「とても満足」37.3%、「満足」61.3％

を上回る結果となった。以下、学生のアンケート自由

記述欄のコメントの一部を抜粋する。

昨年、半年間開講した通常授業のキャリアプラン

ニングⅠを受講していたため、今回の集中講義で

オンラインである点は授業内容やクオリティに影

響を与えると想像していたが、リアルタイム授業

や質疑応答、グループワークやゲスト講師により

対面授業に劣らないクオリティと体験を得ること

ができた。新鮮な知識を得られたので今後の就職

活動に生かしたい。（人文社会科学部、２年生）

逐一チャットで質問を収集して、それに対して答

える形式がとてもいいと感じました。これに関し

ては、対面授業よりも優れている点ではないかと

思いました。対面だと、全体の授業で手をあげて

質問するのは中々ハードルが高いけど、チャット

ならそのハードルが軽減され、全体として意識の

高い授業になっていたように感じます。さすがに

グループワークなどは対面でやりたかった思いも

ありますが、これはこれで良い経験になりました。

（人文社会科学部、２年生）

リモート授業ではありましたが、大学生活初のグ

ループディスカッションを行えたことや、コロナ

禍での就職活動についても学ぶことができ、非常

に学びのある経験となりました。（人文社会科学

部、１年生）

今までも就職に関しての説明会などには参加しま

したが、こういった体験型のような授業は初めて

だったのでとてもいい経験ができました。グルー

プワークは不慣れながらに周りに支えられながら

十分な話し合いやワーキングができたと思いま

す。（理工学部、３年生）

自分の意見を話すことがとても苦手で、克服しよ

うとこの授業を選択したが、グループワークの際

など緊張してしまいうまく話せなかった。しかし

講師の先生は学生の意見を否定するようなことは

一つもおっしゃられなくて、言葉尻も柔らかく安

心できた。（農林海洋科学部、２年生）

5 主担当教員はグループを持たず待機し、途中で来た学生や、グ
ループワークを行うオンライン上のチャネルに入れない学生、
接続トラブルの学生等への対応をしたり、講師からの連絡に対
応するなど、全体的なマネジメントを行うこととした。
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グループワークの際に、グループに先生が進捗状

況を細かく見に来てくださったことによって緊張

や不安がほぼない状態で安心してワークを進める

ことができました。その節はありがとうございま

した！！（地域協働学部、２年生）

一方で、いくつかの課題も発見できた。まず１点目

の課題は、Wi-Fi 等の接続の問題で授業の途中で参加

できなくなったり、カメラや音声がうまく入らない学

生が少数であったが存在した点である。この点につい

ては、この１年間のオンライン授業で多くの学生は問

題なく同期型の授業を受講できるインターネット環境

を構築できていると考えられるが、途中で参加できな

くなってしまった学生がその時の授業内容を確認でき

るよう講義資料を配布したり、個別にフォローしてい

くことが必要であると考えられる。２点目の課題とし

て、複数の学生から、グループワークの時間が短かっ

たとの意見があった。特に３日目に実施したグループ

ワークについての意見が多かったため、次年度は少し

時間配分を見直すことを検討したい。また、今回の授

業では、全体会議、グループワークのチャネル、発表

用のチャネルの３つを学生が行き来する必要があった

ため、全体会議に戻る時間や休憩の時間などが分から

なくなってしまったとの声もあった。この点について

も、予め学生にスケジュールを配布するなどして改善

していきたい。

２－２．知プラ e科目「キャリアプランニング」新規

開講

さらに2020年度は、大学教育創造センターからの依

頼もあり、２学期に知プラ e 科目において、キャリア

プランニングの基礎的な科目である「キャリアプラン

ニング」を開講することとした。知プラ e 科目とは、

四国地区の５つの国立大学が共同で実施する「四国５

大学連携による知のプラットフォーム形成事業」の一

環として実施されている取組で、香川大学が基幹校と

して実施される「四国における e-Knowledge を基盤

とした大学間連携による大学教育の共同実施（知プラ

e 事業）」において開講されている授業である。高知大

学の学生だけでなく、香川大学、徳島大学、鳴門教育

大学、愛媛大学の学生も履修することができる完全

e-learning の科目であるため、広く地域に貢献するこ

とができるというメリットがある。

2020年度は表５の内容で開講し、高知大学から37名、

香川大学５名、徳島大学２名、愛媛大学５名の学生が

履修した6。

知プラ e 科目「キャリアプランニング」については、

完全 e-learning（非同期型）であることから、履修し

ても最後まで学習を続けることができる学生が対面の

授業よりも少ない傾向があるとのことであったため、

毎回必ず動画を作成する、学生の課題を学生同士が相

互に閲覧できるようにする、学生の課題に対してフォ

ローのコメントを記入するようにするなどの工夫をし

たことで、比較的多くの学生が単位を取得することが

できた。これは新型コロナウイルス感染症の影響で対

面授業のオンライン化が進んでいたことで、学生が完

全 e-learning（非同期型）の授業の学習方法を習得で

6 2020年度は、高知大学の履修定員を40名、その他の大学について
は履修定員を５名とした。
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表５：2020年度 知プラe科目「キャリアプランニング」

授業内容



きていたことも影響していると考えられる。

今後の課題としては、定員を５名としていた他大学

で、定員を大きく上回る履修希望となった大学があっ

たことがあげられる。そのため、次年度以降は他大学

の学生の履修定員の拡大を検討したい。

２－３．インターンシップの充実に向けた学生へのア

ンケート調査とその結果

キャリア形成支援ユニットでは、2018年度、2019年

度と、共通教育（教養科目）キャリア形成支援分野に

て「インターンシップ実習（１学期、集中、２単位）」

を開講していた。しかしこの授業に関しては、初年度

39名であった履修者が２年目は14名と大きく減少して

いた。そこで、履修学生に対してアンケート調査を行

い、改善点などを質問したところ、提出書類などが分

かりにくい、集中講義であるためマッチングセミナー

や事前、事後指導など日程的に参加が難しいといった

意見が寄せられた。また例年、履修説明会や事前指導

に参加していても、実習先を見つけることができず履

修をあきらめる学生も多く存在していたことが明らか

となった。

そこで、2020年度は「インターンシップ実習」を開

講せず、学生へのアンケート調査等を行い、教養科目

におけるインターンシップのあり方を検討し内容を見

直した上で、2021年度より新たなインターンシップ科

目を設置することとした。本節ではアンケート調査の

結果をまとめる。

アンケート調査の概要は以下のとおりである。

目的：共通教育は主に１、２年次に履修する学生が多

い。そのため、共通教育におけるインターンシップ科

目の内容見直しにあたり、学生が１、２年次のインター

ンシップについてどのような認識や要望を持っている

のかに関して調査することを目的として、アンケート

調査を行った。

時期：2020年４月３日（金）～2020年４月16日（木）

対象：学部４年生全員（医学部除く）

方法：Web 形式。依頼方法は健康診断会場でのチラ

シ配布と KULAS でのメッセージ配信（２回）。

回答数：161件（有効回答数159件）

回答者の学部構成：教育学部13.8%、人文社会科学部

35.8%、理工学部21.4%、農林海洋科学部20.8%、地域

協働学部6.3%、土佐さきがけプログラム1.9%

最初に、どの程度の学生が、１、２年次でインター

ンシップに参加したのかを確認したところ、「１、２年

の時にインターンシップに参加したことがある」と回

答した学生は24名（15.1%）にとどまる結果となった。

これらの学生に参加したインターンシップの単位認定

の有無を質問したところ、75.0% の学生が「単位認定

無」のインターンシップのみに参加、12.5% の学生は

「単位認定有」のインターンシップに参加、同じく

12.5% の学生は「単位認定有・無どちらにも参加した

ことがある」と回答した。このことから１、２年次で

インターンシップに参加したことのある学生は、企業

等が主催するインターンシップを自分で探して参加す

るケースが多いと推測できた。

次に、「１、２年生の時にインターンシップに参加し

なかった」と答えた学生135名に対して、「１、２年次

にインターンシップに参加すべきだったかどうか」を

質問したところ、「とてもそう思う」と「そう思う」の

合計が64名（47.8%）となり、低学年のうちにインター

ンシップに参加しておけばよかったと考えている学生

の割合が半数近くに上ることが分かった。さらに自由

記述欄の分析結果から、「１、２年次にインターンシッ

プに参加すべきだったかどうか」について「そう思わ

ない」「全くそう思わない」と回答した学生の多くは、

教員、もしくは大学院進学を検討している学生である

ことが明らかになった。上記より、民間企業を希望す

る学生の多くは、４年生になった段階で、１、２年次

でインターンシップに参加すべきだったと考えている

ことが分かった。

こうした学生が１、２年次でインターンシップに参

加しなかった理由を探るため、１、２年次で参加する

と有益だったと思うインターンシップの内容について

質問した（複数回答可）。その結果、「自身の就職先と

して考えている特定の企業・組織について、深く知る
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ことができる」、「特定の仕事に対する自分の適性を見

極めることができる」といった内容についてはそれぞ

れ20名と18名にとどまる結果となった。一方で、最も

多かった回答は「どのような業界があるのかを学び、

将来行きたい業界を見つける」で55名、次に「社会人

としての知識やマナーを学べる」42名、「自分自身が成

長できる」31名となった。このことから、１、２年次

には将来の進路をまだ決めていない学生が多く、そう

した学生にとって、具体的なインターンシップ先業界

や企業を特定することが難しい可能性が示唆された。

最後に、学生全員に対して、低学年生向け e-learning

のインターンシップ入門の授業（企業等での実習では

なく、インターンシップの選び方やマナーを学ぶ授業。

知プラ e 科目で１単位を想定）があれば受講したかっ

たかを質問した。その結果、「ぜひ受講したかった」

14.5% と「受講したかった」40.3% を合わせると

54.8% となり、一定のニーズがあることが明らかと

なった。

以上より、低学年の学生が多く履修する共通教育（教

養科目）においては、特定の実習先を限定してインター

ンシップに参加するという形式よりも、様々な業界や

社会人としてのマナーを習得し、インターンシップの

準備ができるような授業科目へのニーズが高いと推測

された。そのため、2021年度１学期より、新たに、上

記内容の授業を「インターンシップ入門（１単位）」と

して開講することとした。またこの新規科目について

は、学生が他の授業やキャンパスに縛られず自分の都

合の良い時間帯に学べるよう、知プラ e 科目にて開講

することとした。

３．専門教育におけるキャリア教育の充実に
ついて

３－１．「高知大学における学士課程を通じたキャリ

ア教育の体系構築及び実施要項」の運用開始

３節では、専門教育におけるキャリア教育の充実に

ついて2020年度の取組を述べる。

2020年度は、2020年３月に策定した「学士課程を通

じたキャリア教育の体系構築及び実施要項（以下、「本

要項」と略）」の運用開始年度であった。本要項は、第

１の趣旨・目的を除くと、大きく４つの事項について

定めている。それは、①共通教育におけるキャリア教

育の充実、②専門教育におけるキャリア教育の充実、

③アドバイザー教員によるキャリア形成支援の確立、

④キャリア教育実施の検証、である7。

本要項の最も大きな特徴は、学士課程を通じたキャ

リア教育の実施に関する事項だけでなく、その効果検

証についても要項内に明記したことである（森田・岩

崎・徳弘，2020）。森田・岩崎・徳弘（2020）によれば、

効果検証の手順は以下の通りに定められている。

まず、（１）各学部は、専門教育におけるキャリア教

育科目の設置・充実、及びアドバイザー教員によるキャ

リア形成支援についての実施計画を作成し、年度はじ

めに学士課程運営委員会に提出する。そして（２）各

学部は年度計画にもとづきキャリア教育を実施する。

効果検証については、（３）キャリア形成支援ユニット

が各学部の協力を得て全学生に対しアンケート調査を

実施する。（４）効果検証の分析結果は学士課程運営

委員会を通じて各学部にフィードバックされ、各学部

はこのフィードバックの内容に基づいてキャリア教育

の改善・充実を図り、その方策を学士課程運営委員会

に報告する。また上記プロセス全般に渡り、キャリア

形成支援ユニットは、必要に応じて各学部に対して助

言及び支援を行うとなっている。

３－２．各学部の専門教育におけるキャリア教育・

キャリア支援の効果検証について

まず、2020年５月18日の学士課程運営委員会におい

て、「令和２年度 専門教育におけるキャリア教育科

目の設置・充実、及びアドバイザー教員によるキャリ

ア形成支援についての実施計画策定のお願い」として

前節で述べた（１）に関する依頼を行った。依頼は本

来であれば４月に行う予定であったが、新型コロナウ

イルス感染症の影響で各教員が授業を対面からオンラ

インへと急遽移行している時期でもあったため、１カ

7 本要項は本稿の後ろに資料として添付しているので、詳細は要
項を参照されたい。
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月遅らせての依頼となった。

本依頼にあたっては、各学部に実施計画を記載して

もらうフォーマットを作成するだけでなく、詳細な記

入例を作成し提供することで、より具体的な計画を立

ててもらえるようにした。この記入例については、実

際の学部の状況を反映できるよう、キャリア形成支援

ユニットの専任教員ではなく、学部から選出された兼

務教員（理工学部）にその作成を依頼した。兼務教員

による詳細な記入例のおかげで、結果として、各学部

からも非常に詳細な計画案が提出されることとなっ

た。

その後、各学部には、作成した実施計画に沿ったキャ

リア教育・キャリア支援を実施していただいた。一方

キャリア形成支援ユニットでは、効果検証のための学

生アンケート調査の調査票の設計を行った。2020 年

度は初年度ということもあり、まずは学生が、各学部

の専門教育において、①専門領域と社会とのつながり

について考える機会となる授業、②専門領域と関連し

た実践的な科目、そして③アドバイザー教員による

キャリア形成支援、の３つが実施されていることを認

識しているかどうか、という点に焦点を当てたアン

ケート調査を実施することとした。加えて、専門教育

の中で実施してほしいキャリアに関する授業内容や、

アドバイザー教員に求めるキャリア支援についても質

問した。また上記のような全学部共通の質問項目に加

えて、学部独自の質問項目も設定できるように作成し

た8。

作成したアンケートは、2020年12月14日に学士課程

運営委員会を通じて各学部の学務（教務）委員長に確

認いただき、2021年２月５日を期限として各学部で実

施していただくこととした。学生アンケート調査の実

施にあたり、当初は、回収率の良い紙での実施を予定

していたが、この点についても新型コロナウイルス感

染症の影響により、すべての学部において Web

（Microsoft Forms 使用）で実施することとなった。

３－２－１．各学部の専門教育におけるキャリア教

育・キャリア支援の効果検証の結果

本要項では、学生アンケート調査は、全学部の就職

年次の学生全員を対象として行うことになっている。

2020年度は、対象である1,123名の学生に Web でアン

ケート調査票を送付し、422名の学生からの回答を得

ることができた（回収率39.9％、有効回答率37.6％）。

回収率に関しては、60％を超える回収率となった学

部もあった一方で、20％に満たない学部もあり、課題

が残る結果となった。2020年度は Web での実施、か

つ、実施期間も12月中旬から２月中旬と２カ月程度し

かなかったため、学部によっては学生にアンケートに

回答してもらうタイミングがなかったことも考えられ

る。そのため、2021年度以降は、アンケート実施可能

期間を10月下旬ごろからとし、かつ、紙で実施できる機

会があれば紙でも実施できるよう準備することとした。

３－２－２．キャリア教育（授業）に関する検証結果

本節では、アンケート調査の中で、キャリア教育（授

業）に関する結果についてまとめる。

まず学生の希望する働き方は、「民間企業に就職す

る」が最も多く146件、次いで「公務員になる」が79件、

「教員になる」が69件となった。本調査にて、同じ学部

でも学科やコースによって進路希望が大きく異なる場

合があることが明らかとなったため、学部・学科・コー

スごとに、学生の特性や進路希望に即したキャリア教

育・支援が必要であると考えられた（表６）。

次に、専門教育において、専門領域と社会との繋が

りについて考える機会となる授業科目（座学）があっ

たかどうか、という質問については、41.2％が「あっ

た」、58.8％が「無かった」と回答した。学部別にみる

と、地域協働学部では「あった」と回答した学生が50％

を超えており（66.7％）、理工学部においても50％に近

い値（49.0％）となっている。一方で、教育学部

（29.4％）や人文社会科学部（30.9％）では低い割合に

とどまる結果となった。

専門教育において、専門領域と関連した実践的な科

目（実習、インターンシップ、フィールドワーク、サー
8 本アンケート調査票は本稿の後ろに資料として添付しているの

で、詳細はそちらを参照されたい。
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ビスラーニング等）があったかどうか、については、

44.0％が「あった」、56.0％が「無かった」と回答した。

学部別にみると、農林海洋科学部（60.6％）、医学部

（58.6％）、地域協働学部（58.3％）では50％を超える

高い割合となった。一方で、人文社会科学部（12.7％）

は他学部と比較して低い割合となっている。理工学部

（35.0％）もやや低い割合となった。

このことから、高知大学ではすべての学部の専門教

育において２種類のキャリア教育を組み込んで実施し

ているが、まだその取り組みを開始したばかりという

こともあり、すべての学生がそのような授業を受ける

には至っていない可能性があることが示唆された。あ

るいは、そのような授業を受講していたとしても、学

生がその内容をキャリア教育として捉えていないケー

スもあると考えられた。

専門教育の中であったらよいと思うキャリア教育の

授業内容については、「自分の専門分野と関連する業

界や仕事についての説明」が250件と最も多く、次いで

「自分が希望する進路のためにどのような科目を履修

すべきか」187件、「自分が学んでいる分野と関連が深

い業界で働く社会人の講話」150件、「自分の専門分野

と関連が深い業界で求められる力やスキル、資格につ

いて」137件となった。「自分の専門分野と関連する業

界や仕事についての説明」については、全学で59.2％

の学生があったらよいと思うと回答しているため、こ

うした内容を各学部の専門教育におけるキャリア教育

に組み込む必要があると考えられる。

３－２－３．アドバイザー教員によるキャリア支援に

関する検証結果

次に、アドバイザー教員によるキャリア支援に関す

る結果についてまとめる。

まず、アドバイザー教員に対して、自分の将来や就

職、進学等についてどの程度相談しているか、につい

ては、「頻繁に相談する」4.0％と「時々相談する」32.7％

を合わせて36.7％となった。学部別にみると、地域協

働学部が「頻繁に相談する」と「時々相談する」合わ

せて70.8％と他学部と比較して非常に高く、次いで教

育学部（45.1％）、理工学部（40.0％）の順で高い割合

となった。一方、医学部では「頻繁に相談する」と「時々

相談する」合わせて21.4％と他学部と比較して低い割

合となっている。次いで土佐さきがけプログラム

（30.8％）、農林海洋科学部（34.0％）もやや低い割合

となった。

次に、アドバイザー教員に相談している内容につい

ては、「進路選択全般について」が111件と最も多く、

次いで「大学院進学について」38件、「民間企業への就

職について」30件となった。また、アドバイザー教員

に相談しない理由については、「特に相談する必要性

を感じていないため」が161件と最も多く、次いで「ア

ドバイザー教員に、自分の将来や就職、進学について

相談できることを知らなかったため」が75件、「その他」

が38件となった。このことから、アドバイザー教員に

相談していない学生は、多くの場合は自分自身で主体

的に進路選択を行うことができているが、一方で、相
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談できることを知らなかったとする学生も75名いるた

め、こうした相談の機会があることを再度学生に周知

する必要があると考えられた。

３－３．専門教育におけるキャリア教育の提供状況

最後に、2020年度の専門教育におけるキャリア教育

の提供状況を報告する。担当教員からの依頼を受けて

2020年度に提供した授業は表７の通りである。

2020年度は新たに、理工学部の「キャリアデザイン

Ⅰ」、「キャリアデザインⅡ」、そして大学院の「理工学

特論Ⅰ」においてもキャリア教育の提供を行った。ま

た2021年度からは、人文社会科学部の授業（「人文社会

科学と職業」）においてもキャリア教育を提供するこ

ととなっている。今後も、専門教育におけるキャリア

教育の提供や支援などを継続していく予定である。

４．まとめと今後の課題
冒頭に述べた通り、本稿では、2018年度から開始し

た、「高知大学における学士課程を通じたキャリア教

育の体系構築及び実施」における2020年度の実施内容

を報告してきた。実施内容を振り返ると、2020年度の

取組の中心は、「学士課程を通じたキャリア教育の体

系構築及び実施要項」の運用開始とキャリア教育のオ

ンライン化にあったと言えよう。

「学士課程を通じたキャリア教育の体系構築及び実

施要項」の運用については、初年度であったこともあ

り、各学部への実施計画作成依頼、効果検証のための

学生アンケート調査票作成、アンケートの実施、と、

重要なタイミングでその都度キャリア形成支援ユニッ

ト会議を開催し、兼務教員からの助言や意見を取り入

れながら進めていった。また先に述べた通り、記入例

の作成も兼務教員に依頼して、各学部の実情に沿った

事例を提供した。こうした兼務教員からの助言・協力

のおかげで、初年度、かつ、コロナ禍での開始であっ

たが、実施計画の策定から効果検証、報告書作成まで

を円滑に運用することができた。2021年度以降も、ア

ンケート調査票の改訂などに際しては、兼務教員から

の助言や意見を参考に進めていきたい。一方で、課題

としては、学生アンケート調査の回収率向上があげら

れる。この点については本文でも述べた通り、アン

ケート実施可能期間を長くすること、そして多様な実

施形式を準備することで対応していきたい。また2021

年度は、キャリア教育授業と並んで、学生の一人ひと

りの状況に即したキャリア支援を行うために重要なア

ドバイザー教員によるキャリア支援の確立について、

よくある相談事例とその対応案をまとめて提供するな

ど、アドバイザー教員を支援するリソースの開発を進

めたい。

また、キャリア教育のオンライン化については、本

文でも述べた通り、就職ナビサイト運営企業や就職室

の就職相談員からの協力を得て取り組んできた。就職

相談員１名については、キャリアプランニングⅡだけ

でなくキャリアプランニングⅠにおいても協力を依頼

し、学生が moodle で提出してくる課題に対して個別

のフォローをしていただいた。こうした協力のおかげ

で、オンライン化の後も、その質を落とすことなく学

生にキャリア教育を提供することができたと考えてい

る。このような取組については、今後も継続して行っ

ていきたい。

さらに2021年度は、１学期に新たな科目「インター

ンシップ入門」も開講予定である。インターンシップ

は近年学生の間でも注目が集まっているため、学生が

インターンシップへの一歩を踏み出せるような実践的

な授業内容を検討していきたい。
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